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手術手技シリーズ神経温存前立腺全摘除術一受け継がれるメスー

「
登場人物紹介

古沢先生
前立腺全摘除術に長けた名医。「仏の古沢」と呼ばれているが、
亡き親友の息子高杉くんを一人前の医師にする為、鬼の古沢と
化す。

高杉慎作
古沢先生のもとで医師の勉強に励む新入医局員。古沢先生の鬼
のシゴキの真意を知らず、嫌われていると誤解しつつも､懸命に
努力する。
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桜けい
優しくてしっかり者の女の子。姉御肌でみんな
の信頼も厚い、密かにリーダー的な存在。

Ｉ竜
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本 田 た か し
仲間思いの好青年。怒られ
てばかりの高杉くんを心配
し、落ち込まないようにと
いつも気を配っている。

松 野 さ ゆ り
明るく元気な女の子。やや
天然のところがあり､素直な
発言から時に高杉くんをグ
サリと傷つけることがある。

一一毎Ｌ一言、

あらすじ
もう迷いはない。医者としての志を確かなものとし、
高杉<んは苦労をものともせず、父と同じ道を逼進していく＝
高杉<んの揺るぎない決意を確認した古沢先生は、
いまこそ親友である高杉<んの父から託された言葉を、
本人に伝えようと決意する。
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排尿時通常時

水↑排尿
水

ポンプ 押す
ンブ

陰雲内に埋め込んだコント
ロールポンプのボタンを操
作することで排尿する。

尿道の-部を「カブ」と呼
ばれるリングで包み込む。
カブが内部の水圧によって
括約筋の役割を果たし、尿
漏れを防ぐ。 ＊東北大学ホームページよ＊

※先進医療
未だ保健診療の対象に至らない先進的な医療技術について、安全性、有効性等を確保するために一定の施設基準
を設定し、施設基準に該当する保険医療機関の届けにより保険診療との併用が認められたもの。
将来的な保険導入のための評価を行うものとして位置付けられており、実施保険医療機関から定期的な報告が求
められている。 [ 正
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手術手技シリーズ神経温存前立腺全摘除術一受け継がれるメスー

蝿
ノ

注射時の痛みを軽減
こうふん～蚊の口吻並みに細くなった注射針～

夏も終わりに近づきましたが、まだまだ暑さが続いています。
先日、ビールを片手に夕涼みがてら河原に出かけてみました。
河原は涼しい風が吹き、とても快適でしたが、アルコールも入ってい力
ためか、蚊に刺されて大変でした。それも気付かない内に何箇所も…《

蚊の針は極細であるため、刺されても、痛みを感じにくい上に、唾液↓て
は麻酔作用があり、吸血する際にその唾液を出すため、人に気付かれそ
ことなく刺せるのではないかといわれています。

蚊はさまざまな伝染病を媒介します。本邦でも１９５０年代に蚊が媒介す
る伝染病の１つである日本脳炎が猛威をふるい、患者数が数千人に及人
だとの報告があります。しかし、現在では予防注射等のお陰で年間に勢
人程度の報告にとどまっています｡蚊に刺される前に予防注射をチクリ〈
痛みと引き換えの安心切符です。

現在、注射の痛みを軽減できるよう、注射針の開発が進んでいます。
う じ <

ガチョウの羽軸を注射針として使用したのが１６５６年といわれ、それ力
こうふん

ら３５０年以上経った今、蚊の口吻並みに細くなった注射針が開発さ末
ているそうです。
技術の進歩には驚きですね!！

ｦ８５日。

劃 間 ‘ 、 面 l 】 春

間 間 副 キ ッ ト 圏
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